
インタラクティブ物質科学・カデットプログラム
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対象物質

学生ー教員ー学外研究者の対話

カデット生

メンター 副指導教員

学外研究者

指導教員

若手メンター

 社会のニーズに対する柔軟性

物質科学
インタラクティブ
合宿セミナー

海外研修

コミュニケーションツール

異分野専門科目

メンター制
研究室ローテーション企業インターンシップ

複数教員制

インタラクティブ

ものづくり

物性評価 理論解析

材料デバイス

研究手法

人材育成

物質内・間の相互作用・相関現象の
探究・解明による新機能性物質創成

プログラム担当員

物理 化学

異分野・手法の
対話・結合による相乗効果が生む

物質科学研究の進展

学生ー教員ー学外研究者の対話

メンター 副指導教員

学外研究者

指導教員

若手メンター

 社会のニーズに対する柔軟性

物質科学

インタラクティブ交流会
海外研修

コミュニケーションツール

異分野専門科目

メンター制
研究室ローテーション

企業インターンシップ
複数教員制

インタラクティブ

ものづくり

物性評価 理論解析

材料デバイス

物質内・間の相互作用・相関現象の
探究・解明による新機能性物質創成

プログラム担当員

物理 化学

異分野・手法の
対話・結合による相乗効果が生む

物質科学研究の進展

異分野・手法の
対話・結合による相乗効果が生む

物質科学研究の進展

カデット生

人材育成

研究手法対象物質

インタラクティブという語に包含される対話性・双方向性による相乗効果を
基本理念に据えた物質科学教育・研究プログラム

　我 人々類は現在、地球温暖化、エネルギー不

足、環境破壊などこのまま放置すれば人類の持

続的な営みや発展を脅かすような地球規模の

様々な課題に直面し、 これらの解決を迫られて

います。我が国の現状に目を転じれば、経済的

成長を牽引してきた基幹産業の「ものづくり拠

点」の海外への移転が加速し、素材を輸入し

完成品を輸出するという従来型の経済構造が

成り立たなくなってきています。一方で、これらの

課題の解決のために『物質科学』への期待がま

すます大きくなってきているのも事実です。 地

球温暖化を抑制するための低炭素化技術の開

発・促進、希少金属問題を解決に導く元素戦

略、原子力に代わる再生可能エネルギーの

創出に関わる物質・材料・技術の開発はそ

の代表的な例です。しかし、これらの課題は

必ずしも独立して存在するものではなく、そ

れぞれが複雑に絡み合い、1つの課題を解

決したとしても別の課題に支障をきたしたり、

また新たな課題を生じさせるなど、個々の課

題への対応だけでは十分ではありません。　

 人類が直面する課題は時代とともに変化す

るものであり、10 〜20年後の課題を正確に

予測することさえ難しいのです。従来にない

物質や現象の相互作用・相関現象により未

踏の学理・機能を創出する物質科学の学術

的本質を身につけ、分野・領域という既成の

枠組を超えたチームから双方向的議論によ

る相乗効果を引き出すリーダーが必要となる

はずです。

　そこで本プログラム（インタラクティブ物質

科学・カデットプログラム）では、今現在ク

ローズアップされている物質科学に関連する

個々の課題を念頭に置きながらも、それのみ

に捉われることなく、10 〜20年後に人類が

超えて行くべき課題に産・学・官のいずれの

分野でも「物質科学」のセンスをを持ちリー

ダーとして立ち向かえる博士人材を養成する

ことを目指しています。

人類が
超えていくべき
課題に立ち向かう
Materials Science Cadet＝物質科学の幹部候補生の養成
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ナノテクキャリア
アップ特論など

必修、選択必修科目・活動

基礎工学研究科物質創成専攻

基礎工学研究科システム創成専攻

理学研究科物理学専攻

理学研究科化学専攻

理学研究科高分子化学専攻

工学研究科マテリアル生産化学専攻

工学研究科応用化学専攻

工学研究科精密科学・応用物理学専攻

工学研究科生命先端工学専攻

/

物質科学研究・事業のイノベーションを牽引するリーダーとして

産・官・学の多様なセクターで活躍できる博士人材を育成

1 年次

2年次

3年次

4年次

5年次

プログラムの体制

Final Examination
（プログラム修了試験）

（中間審査［英語研究発表］）

（博士論文研究企画）

（物質科学基礎学力試験）

プログラム選抜試験

複合的カリキュラムの導入による
人材育成

　本プログラムでは、履修生を物質科学研究・
事 業における幹 部 候 補 生（Materials Science 
Cadet）と位置づけ、将来、産・官・学といっ
た幅広いセクターで物質科学研究・事業にお
けるイノベーションを牽引する中核的な人材
の育成を目指します。修了者のキャリアパス
の可能性を広げ、社会のためのリーダー人材
を育成するため、従来の物質科学に関する各
分野での講義や各研究室での研究に加えて、
プログラム特別科目を提供します。インタラ
クティブという語に包含される「相互に作用
する」、「対話的」、「双方向的」を基本コンセ
プトにカリキュラムが構成されています。

養成する人材像

■ 既成概念を覆すような新概念・新機能物
質・新物理現象・新測定法・新合成手法
の提案や実現など、10 〜20 年後の物質科
学トレンドを発信できる『発信型人材』

■ 資源の少ない日本の持続的発展を危うくす
る物質科学に関する課題を見極め、既成
概念にとらわれないアイデアで解決に導く

『課題発見・解決型人材』

本プログラムのカリキュラムの
特徴 

■専門分野以外の物質科学を幅広く学ぶ為
の「物性物理学入門（化学系学生向け）」

「物質化学入門（物理系学生向け）」
■３ヶ月間在籍する研究室を変えて研究活動

に従事する「物質科学研究室ローテーショ
ン１」

■コミュニケーションツールとしての「物質
科学英語１、２」

■３ヶ月以上の留学による「物質科学海外研
修１」

■３ヶ月以上の国内の研究機関もしくは企業
において指導教員の指導を直接受けずに

（自立して）修業することを目的とした「物
質科学国内研修１」など。

課程を通じて養成する
能力・知識

　 物質科学研究に関する
■ 確固たる基礎学力に基づく特定研究領域

における「高度な専門性」
■ 主専門とは離れた複数の実践的知識に立

脚した「複眼的思考」、「俯瞰的視点」
■ 課 題を見 出し、解 決に立ち向かう「企 画

力」、「自立性」

■異なる専門領域をもつ研究者・技術者間
を結ぶ「卓越したコミュニケーション力」

■世界を相手に自らの考えを発信する「国際
突破力」

■ 隠れた事 実を見 逃さない「セレンディピ
ティ的な視点、思考力」

■時代や環境とともに変貌する「社会的ニー
ズに応えられる柔軟性」

プログラムの履修要件と学位に
ついて

　 本プログラムの履修学生は、1 年次終了時
の「物質科学基礎学力試験」（1st Q.E.)、2 年
次終了時の「博士論文研究企画」（2nd Q.E.)、
4 年次の「英語による研究発表（中間審査）」

（3rd Q.E.）の3 度の Qualifying examination へ
の合格が求められます。また、プロポーザル
の評価によって3 〜5 年次では研究費を支給、
自立的・主体的な研究活動と予算マネジメン
トの基礎を身につけてもらいます。
　5 年次終了時にプログラム科目の必要単位
要件を満たし、かつ所属研究科における博
士論文審査に合格したプログラム履修生に
対し、本プログラムの修了試験である Final 
Examination を実施し、審査会での評価が基
準以上の場合、本プログラムの修了資格が与
えられます。

プログラムの施策
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  分野を超えた “ ライバル ” との
  研鑽を通して

本プラグラムは、非常に多くの “ ライバル ” と出会う機会に恵まれて

いる。同期や先輩方の多くは自分とは異なる分野が専門だが、みな同

じ志を持った良い競争相手だ。さらに、カリキュラムの一つである研

究室ローテーションや、東大 MERIT との合同セミナーも新たな所縁

を得る機会となった。通常課程では得られない、分野を超えた同年

代の “ ライバル ” たちとの切磋琢磨を通し、知識や俯瞰力、コミュニ

ケーション能力を磨き、物質科学を牽引する人材へと成長したい。

  分野外に広い視野を有する
  物質科学のリーダーを目指して

このプログラムは物理や化学の分野にとらわれず物質科学に関する

幅広い知識や物事の考え方、見方を直に感じることができます。研究

室ローテーションでは物理分野である私が化学分野に身を投じたこ

とは大変貴重な経験になりました。そこから新たな研究領域が開き、

動き始めることができたこともあり私自身にとって有意義なプログラ

ムであると言えます。分野外に精通した柔軟性があり独創性のある

人材になれるように、日々自分を鍛え上げていきたいと思います。

活動状況

履修生の声

海外現地学習
海外の先端研究現場や企業を訪問することで
日本とは異なる研究開発の考え方や風土、海
外の研究機関の現状等を学びます。平成26年
度は１期生、2期生が参加してベルギーの imec

（Interuniversity Microelectronics Centre）を
訪問し、電子材料や電子機器の最先端の開発
現場で研究開発の現状を知るとともに、カデット
履修生が現地 PhD 学生と研究の相互発表と討
論をすることでより踏み込んだ訪問となりました。

ルーベン市、ゲント市、オランダのアイントホーフェ
ン市にある imec の３研究拠点を訪問。応用を見据
えた研究の最先端に触れ、研究者との交流を通して
海外での研究生活についての理解が深まりました。

実験室で実際の実験設備を前にデモを交えた研究
紹介。imec で研究を進める PhD 学生から具体的な
説 明を受ける。研 究内容ばかりでなく、imec での
研 究生活や将 来 展 望等についてもしっかり意 見交
換が行われました。

秦　　大
工学研究科 応用化学専攻　

２期生

山神 光平
基礎工学研究科 物質創成専攻

２期生

研究室ローテーション
自分の専門以外の研究領域に属する研究室で
の研究・教育指導を体験（３ヶ月間）することで、

「高度な専門性」に加えて①主専門とは異なる研
究手法、研究領域をまたがる知識や視点を備え
た「複眼的思考」「俯瞰的視点」、②専門分野の
異なる研究者と議論できる「コミュニケーション
力」を習得することが目的です。ローテーション
がきっかけとなり今まで交流のなかった研究室
間で共同研究も始まりました。

初めての物性測定や有機合成に取り組む。この経験
が異分野との対話の原動力になります。

実験結果の議論も始めは一方的に教えてもらうばか
りでしたが、3か月後には対等に意見交換ができるよ
うになりました。

国際シンポジウム
物質科学の各分野で世界の第一線で活躍する
先生方を招待し、その分野の最前線を俯瞰する
とともに異分野との交流を行います。履修生も自
ら発表、先生方との議論を通して課題を深堀す
るとともにコミュニケーションの能力アップを図り
ます。平成26年度は海外から14名、国内から11
名の先生を招待して開催しました。また、ノーベ
ル物理学賞を受賞された中村修二先生にも参
加いただき、講演と履修生の懇談を行いました。

第１回カデットプログラム国際シンポジウム
（平成26年11月ホテル阪急エキスポパーク）

履修生がポスター発表で海外の研究者とディスカッ
ション。異分野の先生からの鋭い指摘で新たな気付
きや発見がありました。
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  海外研修を終えて

私は海外研修のためアメリカ・ジョージタウン大学に行ってまいりま

した。今回の研修では、自らの研究とは少し違う分野の研究室で新た

な共同研究を開始することとなりました。言語面・学術面の二つに

おいて非常に綿密な準備が必要となりましたが、準備さらには研修に

おいて、カデットプログラムでの講義や活動が非常に役立ちました。

結果的に、新たに始めた研究も順調に進み、今後、国際的に活動して

いく上での大きな自信を得ることができました。

  国内研修を受けて

私は現在、凸版印刷株式会社でお世話になっています。前半で身に

付けた基礎技術をもとに、後半は、実際の開発案件に個人で取り組

んだり、工場や設計など他部署を見学することで、それぞれの部署の

位置づけや役割について理解を深めたりしています。大学での研究

活動と大きく異なるのは、一つのテーマに、様々な階層や職能の人が

関わっているという点で、全体の状況を俯瞰的な視点で捉えながら仕

事を進めていけるような人材が求められているということを実感しま

した。残りあと数週間となりましたが、最後まで貪欲に色々なことを

吸収して帰りたいと思います。

インタラクティブ交流会
履修生からの発信活動として、履修生の企画に
よるセミナー合宿です。プログラム企画、外部
講師との交渉、訪問企業との打合せ等すべて履
修生が行います。セミナーでは実行委員の十分
な下準備と、履修生の参加により、それぞれの
研究分野を超えて活発な議論がなされ大いに盛
り上がります。また、履修生自らが企画運営し
た合宿は貴重な体験で、将来の学際領域での
活躍を期待させる有意義な合宿セミナーになっ
ています。

平成26年度は山形大学の城戸先生をお招きして有
機 EL のお話から、成功の秘訣まで普段はお伺い出
来ないお話をご講演いただきました。

異分野のインタラクティブなディスカッションにより
異なる視点からの発想や気付きが得られたサイエン
スカフェ。教員の先生方も積極的に異分野融合に
参加されました。

企業現地学習
企業の研究所や工場を訪問し、開発現場での
説明や意見交換を通して物質科学分野の研究
開発に求められる知識や能力、その分野の具体
的な開発動向を知ることができます。また、現
場で活躍する若手や中堅技術者との懇談も実施
しており、勤務の実態や大学院時代に学んでお
くべきことや将来のキャリアパスについてより具
体的な視点を学びます。 （株）カネカ大阪工場を訪問しました。部材メーカー

の業界における位置づけ、社 員の採用状 況や技 術
者に求められる視点を詳細に説明いただきました。

住友電気工業（株）伊丹製作所内の研究所内の若手・
中堅技術者と懇談し企業研究に対する理解を深め
ました。

山口真理子
基礎工学研究科 物質創成専攻

3 期生

高椋章太　
基礎工学研究科 物質創成専攻

2 期生

カデットバル
産官学各界のリーダーとして活躍されている方々
を講師に迎え講演と懇談を行っています。実務
を担当するリーダーの視点や企業経営について
のお話、各界からの博士人材への期待を聞くこ
とができます。また、講師の方との懇談を通じ
て、それぞれの分野での現状や将来動向、さら
には求められる知識やスキル等を知ることにより
具体的な理解が深まります。 JST プログラムオフィサーの古川雅士氏より「ファン

ディングマネージャーから見た科学技術の将来」に
ついてお話をいただき、新たなプロジェクト提案が期
待される分野、プロジェクト起案の心得など具体的
な議論がなされました（平成26年６月）。

（株）日立製作所ヘルスケア社 CTO の長我部信行氏
から「企業における研 究開発」と題して、自らのご
経 験を踏まえ企業における研究開発の実態や社員
としての取組み姿勢について本音でお話いただきま
した（平成26年10月）。
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狩野　裕 大学院基礎工学研究科・研究科長 統計学・データ科学 

芦田　昌明 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 未来物質領域・教授 光物性物理学 

石原　一 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 未来物質領域・教授 光物性理論、量子光学

伊東　忍 大学院工学研究科 生命先端工学専攻・教授 生物無機化学 

井上　正志 大学院理学研究科 高分子科学専攻・教授 高分子物理化学・レオロジー 

今田　勝巳 大学院理学研究科 高分子科学専攻・教授 生物物理学・生体高分子構造

井元　信之 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 物性物理工学領域・教授 量子光学・量子情報・量子力学 

馬越　大 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 化学工学領域・教授 Bio-Inspired 化学工学

奥村　光隆 大学院理学研究科 化学専攻・教授 量子化学・触媒化学

鬼塚 　清孝 大学院理学研究科 高分子科学専攻・教授 有機金属化学

久保　孝史 大学院理学研究科 化学専攻・教授 構造有機化学

黒木　和彦 大学院理学研究科 物理学専攻・教授 物性理論

小林　研介 大学院理学研究科 物理学専攻・教授 量子物性

今野　巧 大学院理学研究科 化学専攻・教授 錯体化学

酒井　朗 大学院基礎工学研究科 システム創成専攻 電子光科学領域・教授 半導体物性工学

實川　浩一郎 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 化学工学領域・教授 触媒化学

清水　克哉 大学院基礎工学研究科 附属極限科学センター・教授 超高圧物質科学

鈴木　義茂 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 物性物理工学領域・教授 固体物理・スピントロ二クス

氏名　　	 所属（研究科・専攻等）・職名　	 専門

1. 本学の以下の専攻の大学院博士前期課程に募集時の翌年度4月に入 

学予定の者、もしくは募集当該年度10月、または4月に入学した者。

■  基礎工学研究科（物質創成専攻、システム創成専攻）

■ 理学研究科（物理学専攻※、化学専攻、高分子化学専攻）

■ 工学研究科（マテリアル生産化学専攻、応用化学専攻、精密科学・

応用物理学専攻、生命先端工学専攻）

※ただし、物質科学の研究分野に限る

2.１の者で物質科学研究分野の博士の学位を取得しようとする者。

注）他の博士課程リーディングプログラムを重複して履修すること　

　　はできません。

履歴書、出願理由書、小論文、評価書、成績証明書等による書類選考

と出願者のプレゼンテーションを含む面接の二段階選抜を実施します。

大阪大学では、インタラクティブ物質科学・カデットプログラムを履

修する学生が学業及び研究に専念できるように、希望者に対して所定

の選考を経た上で、独立行政法人日本学術振興会特別研究員（DC）の

研究奨励金に準じた月額20万円（平成25・26年度の場合）の奨励金（給

付型）を支給する制度を設けています。奨励金の申請方法等の詳細に

ついては、別途ホームページ等により通知します。なお、インタラク

ティブ物質科学・カデットプログラムにおいては、研究拠点形成費等

補助金（リーディング大学院構築事業費）による本制度は、平成30年

度までの予定です。

学生の選抜

プログラム担当教員

プログラム責任者　

狩野　裕
プログラムコーディネーター　

芦田　昌明

（ 出願資格 ） （ 選抜方法 ）

（ 奨 励 金 ）
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氏名　　	 所属（研究科・専攻等）・職名　	 専門

基礎工学研究科 理学研究科 工学研究科

１期生（24名） 5名 11名 8名

２期生（22名） 5名 8名 9名

３期生（20 名） 5名 7名 8名

４期生（16 名） 5名 6名 5名

5 期生（11名） ２名 ７名 ２名

大阪大学未来戦略機構

プログラム統括会議

学内アドバイザリーボード

プログラム責任者

運営委員会委員長

外部評価委員会

実務担当WG（担当教員全員）

採用・評価

広報・リクルート

学外・国際連携

教務・教育システム

学生支援

キャリアパス支援

プログラムコーディネーター

企画・推進チーム 外部連携先機関・担当

カデットプログラム

プログラム運営委員会

関山　明 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 物性物理工学領域・教授 固体電子物性・放射光物性 

高原　淳一 大学院工学研究科 精密科学・応用物理学専攻・教授 ナノフォトニクス、メタマテリアル

田島　節子 大学院理学研究科 物理学専攻・教授 物性物理学

夛田　博一 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 未来物質領域・教授 分子エレクトロニクス

田中　良和 独立行政法人理化学研究所 放射光科学総合研究センター・専任研究員 放射光物性

玉作　賢治 独立行政法人理化学研究所 放射光科学総合研究センター・専任研究員 X 線光学

戸部　義人 産業科学研究所・招へい教授 物理有機化学

豊田　岐聡 大学院理学研究科 附属基礎理学プロジェクト研究センター・教授 質量分析学

直田　健 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 機能物質化学領域・教授 有機化学

中澤　康浩 大学院理学研究科 化学専攻・教授 物性物理化学

中野　雅由 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 化学工学領域・教授 理論化学・量子化学

西山　憲和 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 化学工学領域・教授 ナノ反応工学

野末　泰夫 大学院理学研究科 物理学専攻・教授 物性物理学

萩原　政幸 大学院理学研究科 附属先端強磁場科学研究センター ・教授 強磁場物性・強磁場分光

花咲　徳亮 大学院理学研究科 物理学専攻・教授 物性物理学

浜屋　宏平 大学院基礎工学研究科 システム創成専攻 電子光科学領域・教授 スピントロニクス

藤原　康文 大学院工学研究科 マテリアル生産科学専攻・教授 電子材料学

福井　賢一 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 機能物質化学領域・教授 表面物理化学

寳迫　巌 独立行政法人情報通信研究機構 未来 ICT 研究所・研究所長 半導体デバイス、テラヘルツ工学

真島　和志 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 未来物質領域・教授 有機金属化学

松本　卓也 大学院理学研究科 化学専攻・教授 反応物理化学

南方　聖司 大学院工学研究科 応用化学専攻・教授 有機合成化学

宮坂　博 大学院基礎工学研究科 物質創成専攻 未来物質領域・教授 物理化学・光化学 

森川　良忠 大学院工学研究科 精密科学・応用物理学専攻・教授 量子シミュレーション

安田　誠 大学院工学研究科 応用化学専攻・教授 有機金属化学

採用実績 プログラム運営体制



大阪大学 未来戦略機構第三部門 「インタラクティブ物質科学・カデットプログラム」事務室
〒560-8531  大阪府豊中市待兼山町1-3 大阪大学大学院基礎工学研究科 G202号室

［ TEL & FAX ］06-6850-6403    ［ E-mail ］ msc-office@msc.osaka-u.ac.jp　［ URL ］ http://www.msc.osaka-u.ac.jp/




